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概要

 この講座は、「体験学習」という⽅法を⽤いて、楽しく参加しながら⼈間関係の主要領域についての理論と実際を同時
に学びます。更に⼈間関係に関して⾃分⾃⾝の在り⽅に気づき、成⻑の⼿がかりをつかみ実践していくことを⽬指していま
す。ここでは、特に”⾃⼰理解と対⼈コミュニケーション”に焦点を当てて進めていきます。
   この講座は、以下の3つの分野について学びます。

  ①⾃分⾃⾝の価値観・性格・興味など、⾃⼰理解を深めること
  ②話したり聴いたりする時の⾃分の特徴に気づき、話す・聴くというコミュニケーション能⼒を⾼めること
  ③対⼈関係における感情の重要性に気づき、感情表現の多様性と幅を広げる
 
 ご⾃分についてより深く知りたいという⽅、⽇常や仕事上でのコミュニケーションで相⼿の話をよりよく聴けるように
なりたいという⽅など、さまざまな⽅にお勧めです。

【プログラムの内容（予定）】
  ⼩講義「コンテントとプロセス」「体験学習のサイクル」「コミュニケーション・モデル」など
  コミュニケーション実習（実習「聴く」等）とふりかえり
  ノンバーバル・コミュニケーション実習（実習「無⾔の探索」等）とふりかえり
  個⼈の気づきの実習（価値観明確化の実習等）

⽇程
 2015年 7⽉11⽇（⼟）10：00〜18：00
        7⽉12⽇（⽇）9：00〜17：00 ⼟⽇集中

定員  36名

会場  南⼭⼤学 Ｄ棟D51教室

受講料  11,200円（税込）

担当講師 森泉 哲 記

 2015年7⽉11⽇（⼟）、12⽇（⽇）の2⽇間、第98回⼈間関係講座（コミュニ  ケーション）が開催されました。楠本先
⽣と森泉が担当し、参加者は35名でし た。受講⽣の皆様のコミュニケーションに対して真剣に考え、理解を深めてい こう
という雰囲気にあふれている講座となりました。
    体験学習を通して、コミュニケーションのコンテントとプロセス・関係性に ついて理解するとともに、⾃分⾃⾝につい
て、また⾃⾝のコミュニケーション の仕⽅について気づくことが本講座の⼤きな⽬的でした。「⾃分のコミュニケーショ
ンがいかに⾃分の思い込みや枠組みで⾏われているのか実感できた」、「ふりかえりやわかちあいに充分時間をかけるこ
とによってお互いに理解できたのではないか」など、講座の意義や⽬的について肯定的なコメントも多く寄せられ、担当
者としてもうれしく感じました。また、教科書等で知識を得る認知的学習も重要ですが、それ以上の経験を「みる」こと
ができ、私⾃⾝も⼤きな学びになりました。
    講座が終了して現在1か⽉経とうとしていますが、そのような気づきは⽣かされていますか？こんな上から⽬線の質問を
している私も毎⽇「あんなこと⾔わなければよかった」など反省しきりです。「以前気づかなかったことが、すくなくと
もふりかえりができるようになっただけ、まだましかな」、と⾃分をなぐさめていますが、2⽇間で感じた体験が⽇常の私
たちの⾏動や考え⽅に⽣かされていくとお互いの⼈間関係ももっと居⼼地のよいものになっていくのではないかと思いま
す。
    また皆さんとお会いでき、皆さんの⽇ごろのコミュニケーションの実践や取組みについて共有できる機会を楽しみにし
ております。2⽇間、どうもありがとうございました。
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